
〔
書
舶
庸
譚
卷
五

民
國
二
十
二
年
（
昭
和
八
年
、
一
九
三
三
年
、
癸
酉
）
十
一

月
二
十
二
日
～
三
十
日
〕

二
十
二
日

晴
れ
。
武
昌
の
呉
仲
常
の
手
紙
を
受
け
取
る
。「
ポ
ー
ラ
ン
ド
刑
法
」
は
昭
和

八
年
の
「
法
學
論
叢
」
に
分
載
さ
れ
て
い
る
由
で
、
つ
い
で
の
折
り
に
御
購
讀
さ

れ
た
し
、
と
の
こ
と
。
无
恙
は
錫
堂
と
と
も
に
元
箱
根
に
出
か
け
た
。
小
林
〔
忠

次
郞
〕
が
京
都
か
ら
到
着
。
各
書
の
影
印
に
つ
い
て
話
す
。
こ
れ
か
ら
人
の
驚
く

祕
籍
を
世
閒
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
余
の
宿
願
が
叶
っ
て
心
が
大
い
に
慰

め
ら
れ
た
。
晩
に
田
中
〔
慶
太
郎
〕
夫
婦
が
來
談
。

（
１
）『
民
國
職
官
年
表
』
頁
一
三
〇
一
に
よ
る
と
、
呉
學
義
、
字
は
仲
常
と
い
い
、
江

西
省
南
城
縣
の
人
。
國
民
黨
政
府
の
立
法
院
立
法
委
員
に
任
ぜ
ら
れ
た
（
同
書
頁

四
〇
八
に
四
五
年
二
月
三
日
任
と
す
る
）。

（
２
）「
法
學
論
叢
」
は
京
都
帝
國
大
學
法
學
會
か
ら
發
行
さ
れ
た
雜
誌
で
あ
る
が
、
そ

の
昭
和
八
年
に
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
刑
法
」
に
相
當
す
る
も
の
を
見
な
い
。
こ
れ
は

「
法
學
協
會
雜
誌
」
昭
和
八
年
の
第
五
一
卷
下
第
一
二
號
と
九
年
の
第
五
二
卷
上

（
１
）

（
２
）

第
一
號
に
掲
載
さ
れ
た
菊
井
維
大
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
強
制
執
行
法
概
説
」（
一
）（
二
）

を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

二
十
三
日

晴
れ
。
无
恙
が
熱
海
か
ら
戻
る
。
今
回
の
旅
行
は
元
箱
根
が
樂
し
か
っ
た
と
の

こ
と
。
午
後
一
時
、
學
士
院
に
行
き
講
演
を
行
う
。〔
東
京
帝
國
〕
大
學
敎
授
の

小
野
博
士
（
小
野
淸
一
郞
）
に
會
う
。
博
士
は
刑
法
學
で
有
名
。
余
は
刑
法
の
新

傾
向
を
質
問
す
る
。
彼
は
「
刑
法
は
歴
史
か
ら
見
て
は
じ
め
て
根
據
を
有
す
る
」

と
い
っ
た
。
こ
れ
は
余
の
「
温
故
知
新
」
の
説
に
深
く
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

小
林
來
談
。
引
き
留
め
て
共
に
夕
食
を
と
る
。
景
熙
が
余
に
ア
メ
リ
カ
の
メ
ロ
ン

一
個
を
贈
っ
て
く
れ
る
。
値
段
が
二
圓
と
聞
い
て
、
そ
の
ま
ま
小
林
の
土
産
に
し

た
。

二
十
四
日

晴
れ
。
大
谷
（
未
詳
）
が
や
っ
て
き
て
別
れ
を
告
げ
る
。
本
日
中
に
上
海
に
歸

る
つ
も
り
で
あ
る
。
午
後
、
雨
。
晩
、
无
恙
と
逸
齋
を
連
れ
て
、
劉
爲
章
（
未
詳
）

（
１
）
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主
催
の
陶
陶
亭
（
日
比
谷
に
あ
っ
た
中
華
料
理
店
）
の
宴
會
に
行
く
。
公
使
館
の

孫
伯
醇
・
陸
軍
學
生
監
督
の
唐
天
閑
（
未
詳
）、
お
よ
び
龔
玉
徽
・
呉
夫
人
・
姪お
い

の
景
熙
・
そ
の
姉
、
主
客
十
人
が
同
席
。

（
１
）
王
君
南
氏
整
理
本
の
索
引
が
「
大
谷
禿
庵
上
人
」
と
同
一
人
と
し
て
列
す
る
の

は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
な
お
卷
六
・
十
二
月
五
日
・
二
十
三
日
條
に
明
治
大
學
敎
授

「
大
谷
美
隆
」
を
見
る
が
、
あ
る
い
は
こ
の
人
か
。

二
十
五
日

晴
れ
。
午
後
三
時
、〔
田
中
〕
乾
郞
君
が
私
た
ち
を
案
内
し
て
く
れ
て
、
高
田
馬

場
に
行
き
劉
爲
章
を
訪
問
。
招
待
の
御
禮
を
述
べ
る
。
續
い
て
明
治
神
宮
外
苑
に

行
く
。
靑
山
練
兵
場
を
改
造
し
た
も
の
で
あ
る
。
神
宮
の
形
式
は
フ
ラ
ン
ス
の
ベ

ル
サ
イ
ユ
を
模
倣
し
て
お
り
、
竝
は
ず
れ
た
廣
さ
で
あ
る
。
樹
木
は
震
災
後
に
新

た
に
植
ら
れ
た
。
靑
山
離
宮
が
直
ぐ
近
く
。
大
正
天
皇
が
皇
太
子
で
あ
っ
た
時
の

靑
山
御
所
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
皇
太
后
が
ま
だ
こ
こ
に
お
ら
れ
る
。
夕
暮
れ
に
宿

に
歸
る
。
伯
醇
が
來
て
、
无
恙
と
合
作
の
繪
を
一
幅
、
余
に
く
れ
る
。
こ
れ
も
今

回
の
日
本
旅
行
の
記
念
と
な
る
。

二
十
六
日

雨
。
午
後
六
時
、
平
尾
贊
平
が
我
々
を
招
待
し
て
く
れ
、
萬
安
樓
（
銀
座
一
丁

目
に
あ
っ
た
料
亭
）
の
夜
宴
に
赴
く
。
席
に
は
平
尾
の
會
社
の
顧
問
二
人
、
勝
山

岳
陽
と
彼
の
子
息
が
い
た
。
平
尾
が
一
番
遲
く
や
っ
て
き
た
。
贊
平
は
押
し
出
し

が
立
派
な
風
采
で
、
古
錢
收
集
の
趣
味
が
あ
り
、
そ
れ
で
「
聚
泉
」
と
號
し
て
い

る
。
拓
片
集
二
册
を
取
り
出
し
た
。
ま
た
壯
泉
の
笵
（
王
莽
の
新
時
代
の
貨
幣

「
壯
泉
亖
十
」
の
型
）
を
模
し
て
「
聚
泉
亖
十
」
を
作
り
、
客
人
へ
の
記
念
品
に

し
た
。
萬
安
樓
の
藝
者
は
芝
區
の
紅
葉
館
と
肩
を
竝
べ
、
昔
か
ら
江
戸
の
散
財
場

マ

マ

所
に
な
っ
て
い
る
。
ご
ち
そ
う
に
は
海
産
物
が
多
い
。
酒
宴
半
ば
に
し
て
唐
人
の

歌
舞
が
演
じ
ら
れ
た
。
緩
や
か
に
ま
た
聲
低
に
歌
わ
れ
た
曲
に
は
、「
四
君
子

（
淸
元
）」「
わ
が
春
？
（
原
文
「
我
之
靑
春
」）」「
松
の
綠
（
長
唄
）」
な
ど
と
い

う
題
が
あ
っ
た
。
金
扇
を
も
ち
長
い
裾
を
引
き
、
雲
鬟
羅
襪
（
つ
ぶ
し
島
田
に
白

足
袋
）
の
い
で
た
ち
。
た
お
や
か
な
姿
は
、
錢
舜
擧
の
「
仕
女
圖
」
中
に
求
め
る

の
に
ふ
さ
わ
し
い
。
同
じ
娯
樂
で
も
、
今
流
行
の
腕
を
出
し
、
胸
を
開
け
た
洋
裝

の
女
給
と
は
、
は
っ
き
り
と
雅
俗
の
違
い
が
あ
る
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
、
主
人

は
寫
眞
師
を
呼
ん
で
記
念
寫
真
を
撮
っ
た
。
无
恙
は
素
晴
ら
し
い
滅
多
に
な
い
機

會
と
、
藝
者
に
各
人
の
名
前
を
書
か
せ
、
劉
晨
・
阮
肇
よ
ろ
し
く
遊
冶
郞
再
來
の

下
準
備
と
し
た
。
藝
者
達
は
恥
ず
か
し
そ
う
に
命
に
應
じ
た
。
な
か
に
楷
書
が
上

手
な
者
も
い
た
。
あ
る
藝
者
の
名
は
、
鈴
、
甲
子
、
大
黑
貞
子
と
い
い
、
な
ん
と

三
つ
の
姓
を
上
に
付
け
て
い
る
（
文
意
未
詳
）。〔
唐
の
〕
平
康
坊
の
妓
女
が
養
母

（
置
屋
の
女
將
）
の
姓
氏
を
名
乘
っ
た
が
、
こ
う
し
た
風
習
は
中
日
相
同
じ
で
あ

る
。
十
時
に
宿
に
歸
る
。
し
と
し
と
と
雨
の
音
が
夜
通
し
續
く
。

萬
安
樓
艷
集
贈
平
尾
聚
泉

萬
安
樓
の
艷
集
に
て
平
尾
聚
泉
に
贈
る

〔
其
一
〕

〔
其
の
一
〕

歌
樓
遺
譜
溯
三
哥

歌
樓
の
遺
譜
は
三
哥
に
溯
る

【
原
注：

歌
樓
格
爲
明
皇
飭
供
奉
所
譜
、
附
見
徐
子
室
南
曲
譜
（
歌
樓

格
は
明
皇
、
供
奉
に
飭
し
て
譜
す
る
所
と
爲
す
。
徐
子
室
の
南
曲
譜
に

ち
よ
く

附
見
す
）】

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）
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夢
入
連
昌
劫
屡
過

夢
に
連
昌
に
入
れ
ば
劫
屡
し
ば
過
ぐ

一
曲
云
謠
誰
省
得

一
曲
の
云
謠

誰
か
省
し
得
た
る

【
原
注：

云
謠
集
凡
三
十
二
闋
、
皆
唐
人
曲
調
、
燉
煌
殘
卷
、
今
存
英

倫
博
物
院
（
云
謠
集
は
凡
て
三
十
二
闋
。
皆
唐
人
の
曲
調
な
り
。
燉
煌

の
殘
卷
は
、
今
、
英
倫
博
物
院
に
存
す
）】

笑
他
胡
舞
習
天
魔

他
の
胡
舞
の
天
魔
に
習
ふ
を
笑
ふ

か

〔
其
二
〕

〔
其
の
二
〕

競
寫
芳
名
筆
格
妍

競
う
て
芳
名
を
寫
し
て
筆
格
は
妍
な
り

吾
妻
月
色
照
瓊
筵

吾
妻
の
月
色

瓊
筵
を
照
ら
す

聞
歌
驀
觸
靑
春
感

歌
を
聞
い
て
驀
か
に
靑
春
の
感
に
觸
る

に
は

紅
葉
題
襟
已
丗
年

紅
葉
の
題
襟

已
に
卅
年

【
原
注：

最
初
航
渡
與
沈
子
培
諸
公
觴
詠
於
芝
區
紅
葉
館
、
距
今
閲
三

十
年
矣
（
最
初
の
航
渡
、
沈
子
培
の
諸
公
と
芝
區
の
紅
葉
館
に
觴
詠
す
。

今
を
距
つ
る
こ
と
三
十
年
を
閲
せ
り
）】

萬
安
樓
で
の
綺
麗
ど
こ
ろ
を
揚
げ
て
の
宴
會
に
て
平
尾
聚
泉
に
贈
る

〔
其
の
一
〕

古
來
傳
わ
る
「
歌
樓
格
」
の
曲
譜
の
源
は
三
哥
〔
と
呼
ば
れ
た
唐
の
玄
宗
〕

に
溯
る
。【
原
注：

『
歌
樓
格
』
は
唐
の
明
皇
帝
玄
宗
が
供
奉
の
者
に
勅
命
し

て
作
ら
せ
た
曲
譜
で
あ
る
。
徐
子
室
の
『
南
曲
譜
』
に
附
録
さ
れ
て
い
る
。】

連
昌
宮
に
入
っ
て
〔
遊
ん
で
歸
る
と
、〕
幾
劫
も
の
長
い
年
月
が
過
ぎ
て
い

た
夢
を
見
る
〔
か
の
よ
う
に
、
今
宵
の
宴
會
は
華
や
か
で
、
時
の
經
つ
の
を

忘
れ
る
〕。〔
藝
者
が
唐
人
の
歌
舞
を
行
っ
た
が
、〕
唐
代
の
「
雲
謠
集
」
の
一

曲
を
だ
れ
が
記
憶
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。【
原
注：

『
雲
謠
集
』
は
全
部
で

（
８
）

（
９
）（

）
１０

（

）
１１

（

）
１２

三
十
二
首
。
す
べ
て
唐
人
の
歌
謠
で
あ
る
。
敦
煌
の
殘
卷
が
イ
ギ
リ
ス
の
ロ

ン
ド
ン
博
物
館
に
現
存
す
る
。】
天
魔
舞
を
習
っ
た
異
民
族
の
元
人
の
舞
い

な
ど
は
、
お
笑
い
ぐ
さ
で
あ
る
。

〔
其
の
二
〕

〔
藝
者
が
〕
競
う
よ
う
に
名
前
を
書
い
て
く
れ
た
が
、
優
美
な
筆
跡
で
あ

っ
た
。
吾
妻
の
地
に
輝
く
月
光
が
華
麗
な
宴
會
を
照
ら
す
。
歌
聲
を
聞
い
て

あ
ず
ま

急
に
靑
春
の
頃
が
思
い
出
さ
れ
た
。
紅
葉
館
で
の
唱
和
は
、
も
う
三
十
年
も

前
の
こ
と
。【
原
注：

初
め
て
渡
航
し
た
時
、
沈
子
培
氏
ら
と
芝
區
の
紅
葉

館
で
詩
酒
の
宴
を
も
っ
た
。
今
よ
り
三
十
年
も
昔
の
こ
と
で
あ
る
。】

（
１
）
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
創
業
の
高
級
和
風
の
大
規
模
料
亭
。
昭
和
二
十
年

の
大
空
襲
で
燒
失
し
、
跡
地
に
東
京
タ
ワ
ー
が
建
つ
。

（
２
）
錢
選
、
字
は
舜
擧
、
號
玉
潭
。
浙
江
呉
興
の
人
。
宋
末
・
元
初
の
畫
家
、
詩
人
。

『
圖
繪
寶
鑑
』
卷
五
・『
畫
史
彙
傳
』
卷
一
八
な
ど
に
傳
が
見
え
る
。「
仕
女
圖
」

の
傳
世
品
の
一
つ
に
臺
灣
故
宮
博
物
院
藏
の
「
招
涼
仕
女
圖
」
が
あ
る
。

（
３
）
後
漢
の
永
平
年
閒
（
五
八
～
七
五
）、
劉
晨
・
阮
肇
の
二
人
は
天
台
山
に
藥
草
を

取
り
に
入
っ
て
、
道
に
迷
っ
て
二
仙
女
に
會
い
、
半
年
の
滯
在
後
も
ど
る
と
、
七

世
代
後
の
晉
の
時
代
に
變
わ
っ
て
い
た
。
の
ち
天
台
山
を
再
訪
し
た
が
、
跡
形
な

か
っ
た
と
い
う
（
劉
宋
の
劉
義
慶
『
幽
冥
録
』）。
後
世
こ
の
故
事
に
因
ん
で
、
男

女
の
忍
び
逢
い
の
意
味
に
用
い
る
こ
と
が
あ
る
。
な
お
色
街
を
女
仙
の
世
界
に
喩

え
、
客
を
「
劉
郞
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。

（
４
）
原
文
は
「
一
姫
名
鈴
甲
子
大
黑
貞
子
、
乃
冠
以
三
姓
」。「
一
姫
」
す
な
わ
ち
一

人
の
藝
者
に
姓
が
三
つ
も
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
、「
鈴
甲
子
大
黑
貞
子
」

の
う
ち
、
ど
れ
が
「
三
姓
」
か
解
し
が
た
い
。
あ
る
い
は
源
氏
名
と
本
姓
名
と
の

二
つ
を
聞
い
た
の
を
誤
解
し
た
も
の
か
。

（
５
）
唐
の
花
街
は
長
安
の
平
康
坊
に
あ
っ
た
。
當
時
の
樣
子
が
唐
の
孫
棨
『
北
里

志
』
に
記
録
さ
れ
、
そ
れ
に
「
妓
の
母
は
假
母
多
し
。
…
…
皆
假
母
の
姓
を
冒
す
」
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と
あ
る
。

（
６
）
唐
の
玄
宗
は
排
行
（
兄
弟
従
兄
弟
の
長
幼
の
順
序
）
が
第
三
で
あ
っ
た
の
で
、

「
三
郞
」「
三
哥
」
の
別
稱
が
あ
る
。『
舊
唐
書
』
卷
一
〇
七
に
玄
宗
第
四
子
の
棣

王
琰
が
父
を
指
し
て
「
惟
だ
三
哥
の
み
其
の
罪
人
を
辯
ず
」
と
い
っ
た
例
を
見
る
。

（
７
）「
明
皇
」
は
唐
の
玄
宗
を
諡
號
（
正
式
に
は
「
至
道
大
聖
大
明
孝
皇
帝
」）
で
呼

ん
だ
も
の
。「
徐
子
室
南
曲
譜
」
は
明
の
徐
慶
卿
（
字
子
室
）
編
・
淸
の
鈕
少
雅
訂

に
な
る
南
戲
の
曲
譜
集
『
彙
纂
元
譜
南
曲
九
宮
正
始
（
九
宮
正
始
）』
の
こ
と
。
た

だ
し
該
書
に
冠
す
る
芍
溪
老
人
（
鈕
少
雅
）
の
自
序
や
馮
旭
の
序
に
よ
れ
ば
、『
歌

樓
格
』
を
入
手
し
た
の
は
鈕
少
雅
本
人
で
あ
る
。
少
雅
が
王
某
の
書
架
に
『
歌
樓

格
』
を
見
出
し
、
こ
れ
を
尋
ね
た
王
の
答
を
自
序
に
記
し
、「
此
の
書
は
、
漢
の
武

帝
及
び
唐
の
玄
宗
の
曲
譜
な
り
。
…
…
上
古
名
づ
け
て
骷
髏
格
と
曰
ふ
。
漢
に
至

り
易
へ
て
蛤
褓
貫
と
爲
す
。
後
、
唐
の
玄
宗
、
其
の
雅
な
ら
ざ
る
を
鄙
し
み
、
易

か
へ
て
歌
樓
格
と
作
す
」
と
あ
る
。
ま
た
馮
序
に
は
「
玄
宗
手
製
の
律
譜
」
と
あ
っ

て
、
玄
宗
が
供
奉
の
者
に
勅
し
て
作
成
さ
せ
た
も
の
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
な
お

『
彙
纂
元
譜
南
曲
九
宮
正
始
』
は
一
九
八
四
年
八
月
、
臺
灣
學
生
書
局
『
善
本
戲

曲
叢
刊
』
に
收
録
さ
れ
て
い
る
（「
徐
子
室
南
曲
譜
」
が
『
彙
纂
元
譜
南
曲
九
宮
正

始
』
で
あ
る
こ
と
と
併
せ
、
平
塚
順
良
君
の
敎
示
。）。

（
８
）
唐
代
、
長
安
と
洛
陽
の
閒
に
い
く
つ
か
の
行
宮
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。「
連
昌
」

は
そ
の
ひ
と
つ
。
河
南
府
壽
安
縣
（
現
洛
陽
市
宜
陽
縣
）
の
「
西
二
十
九
里
に
連

昌
宮
有
り
。
顯
慶
三
年
（
六
五
八
）
置
く
」
と
『
新
唐
書
』
地
理
志
に
見
え
る
。

な
お
唐
の
元
稹
の
「
連
昌
宮
詞
」
は
、
こ
こ
を
舞
台
に
玄
宗
時
代
の
こ
と
を
歌
っ

た
作
品
と
し
て
知
ら
れ
る
。

（
９
）『
云
謠
集
』
は
『
雲
謠
集
雜
曲
子
』
と
も
い
う
「
敦
煌
遺
書
」
の
一
つ
。
唐
代
の

民
閒
流
行
の
曲
子
詞
を
收
め
た
最
古
の
詞
集
で
原
題
に
は
「
三
十
首
」
所
收
と
あ

る
。
ロ
ン
ド
ン
の
大
英
博
物
館
所
藏
は
ス
タ
イ
ン
將
來
本
（
斯
一
四
四
一
）
で
、

十
八
首
あ
る
。
ほ
か
に
パ
リ
國
民
圖
書
館
所
藏
の
ペ
リ
オ
將
來
本
（
伯
二
八
三

八
）
は
十
四
首
あ
り
、
合
計
は
堙
康
い
う
ご
と
く
「
三
十
二
闋
」
で
あ
る
が
、
二

首
の
重
複
を
見
、
兩
本
あ
い
ま
っ
て
原
題
數
に
合
致
す
る
完
本
と
な
る
。
朱
祖
謀

は
『
疆
邨
叢
書
』
に
堙
康
が
大
英
博
物
館
で
抄
録
し
た
も
の
に
基
づ
き
收
録
し
、

「
雲
謠
集
雜
曲
子
跋
」
に
「
雲
謠
集
雜
曲
子
は
、
敦
煌
石
室
舊
藏
の
唐
人
寫
卷
子

本
に
し
て
、
今
、
英
京
博
物
館
に
歸
す
。
毘
陵
の
堙
授
經
、
倫
敦
に
游
び
、
手
録

し
て
貽
ら
る
。
…
…
集
中
の
脱
句
譌
文
、
觸
目
し
て
是
あ
り
。
授
經
閒
ま
諟
正
す

お
く

る
有
れ
ど
も
、
未
だ
盡
く
は
疑
ひ
を
袪
ら
ず
」
と
い
う
。

さ

（

）「
胡
舞
習
天
魔
」
は
、
淫
樂
に
耽
っ
た
元
の
順
帝
が
十
六
人
の
宮
女
に
き
ら
び
や

１０
か
な
衣
裳
を
着
せ
、
象
牙
の
佛
冠
を
戴
か
せ
て
舞
わ
せ
た
「
天
魔
舞
」（『
元
史
』

卷
四
三
・
順
帝
紀
六
）
を
指
す
。
元
の
薩
都
剌
『
雁
門
集
』
卷
三
「
上
京
侖
事
」

詩
其
三
に
「
十
六
天
魔
舞
袖
長
し
」
と
あ
る
。

（

）「
題
」
は
、
も
の
に
書
き
つ
け
る
こ
と
。「
襟
」
は
胸
懷
の
意
味
。
す
な
わ
ち

１１
「
題
襟
」
と
は
情
感
を
詩
に
書
き
留
め
る
こ
と
。
晩
唐
の
温
庭
筠
・
段
成
式
・
徐

知
古
の
唱
和
詩
集
を
『
漢
上
題
襟
集
』
と
い
う
。
こ
れ
に
因
ん
で
、
詩
の
唱
和
を

「
題
襟
」
と
も
い
う
。

（

）
沈
曾
植
（
一
八
五
〇
～
一
九
二
二
）、
字
子
培
、
別
號
は
乙
盦
な
ど
多
種
。
浙
江

１２
嘉
興
の
人
。
光
緖
六
年
（
一
八
八
〇
）
の
進
士
。
安
徽
提
學
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
光

緖
三
十
二
年
（
一
九
〇
六
）、
學
務
の
考
察
の
た
め
日
本
に
赴
く
。
ま
た
、
法
律
館

纂
修
等
の
職
に
あ
っ
た
堙
康
も
同
時
期
に
來
日
し
、
司
法
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

詩
人
と
し
て
も
著
名
。

二
十
七
日

晴
れ
。
村
上
〔
貞
吉
〕
が
來
て
言
う
に
は
、〔
東
京
〕
帝
大
は
別
途
、
講
演
料
を

送
り
た
い
と
の
由
。
余
は
そ
れ
を
鄭
重
に
お
斷
り
し
た
。
午
後
三
時
、
學
士
院
に

行
く
。
七
時
、
景
熙
（
お
い
の
堙
兪
。
本
卷
十
一
月
十
九
日
條
に
既
見
）
が
お
別

れ
に
來
る
。
出
發
は
明
晩
と
決
ま
る
。
長
崎
經
由
で
歸
る
が
、
龔
女
士
（
龔
玉

徽
）
も
同
行
、
大
谷
も
向
か
う
。
荷
物
に
中
國
圓
百
五
十
元
が
殘
っ
て
い
る
の
を

彼
に
託
し
て
上
海
に
も
っ
て
行
か
せ
る
。
文
求
堂
（
田
中
慶
太
郞
）
か
ら
舊
都

（
北
京
）
に
い
る
傅
沅
叔
（
傅
增
湘
）
同
輩
の
手
紙
を
轉
送
し
て
來
る
。
あ
わ
せ

て
『
光
嶽
英
華
』
一
函
四
册
を
送
附
。
本
書
は
、
も
と
徐
梧
生
（
徐
坊
）
の
所
藏

本
で
あ
っ
た
が
、
後
に
彼
の
壻
の
某
太
史
に
歸
し
た
。
以
前
、
琉
璃
廠
の
書
肆
に

（
１
）

（
２
）

（
３
）

堙
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
二
）

七
〇



あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
郵
送
販
賣
し
た
の
で
あ
る
。
言
い
値
が
あ
ま
り
に
も
高
い
の

で
、
買
わ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
た
び
沅
叔
を
介
し
て
値
段
の
折
り
合
い
が
つ
き
入

手
で
き
た
。
大
變
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
す
ぐ
に
御
禮
の
返
書
を
し
た
た
め
た
。

光
嶽
英
華
十
五
卷

〔
堙
康
の
解
題
〕

明
洪
武
（
一
三
六
八
～
九
八
）
本
。
黑
口
、
四
圍
雙
邊
。
鐫
刻
古
雅
な
り
。

「
汝
南
後
學
許
中
麗
中
孚
編
輯
、
豫
章
掲
軌
孟
同
校
正
」
と
題
す
。
前
に
洪

武
十
九
年
（
一
三
八
六
）
丙
寅
正
月
望
日
の
軌
の
序
有
り
。
次
は
目
録
と
爲

す
。
卷
一
よ
り
卷
三
に
至
る
ま
で
唐
、
卷
四
よ
り
卷
十
に
至
る
ま
で
元
、
卷

十
一
よ
り
卷
十
五
に
至
る
ま
で
明
。
毎
卷
の
下
竝
び
に
「
七
言
律
詩
卷
之

幾
」
と
註
す
。
宋
・
金
を
中
略
す
る
こ
と
、
序
中
に
於
い
て
約
略
之
を
言
ふ
。

竝
び
に
書
題
の
上
に
於
い
て
、
冠
す
る
に
「
有
唐
」「
有
元
」「
皇
明
」
等
の

字
を
以
て
す
る
は
、
殊
に
創
例
と
爲
す
。
按
ず
る
に
、
是
の
書
は
黄
虞
稷
の

『
千
頃
堂
書
目
』（
卷
三
一
）
に
見
ゆ
。
卷
帙
同
じ
き
も
、
惟
だ
繋
ぐ
に
掲
の

名
を
以
て
す
る
は
、
乃
ち
偶
爾
の
失
檢
な
り
。『
四
庫
提
要
』（
卷
一
九
一
・

集
部
四
四
・
總
集
類
存
目
一
『
殘
本
光
嶽
英
華
』）
は
浙
江
の
天
一
閣
（
明
の

范
欽
の
藏
書
閣
）
本
に
依
り
、
録
し
て
其
の
目
を
存
す
。
竹
垞
（
淸
の
朱
彝

尊
）『
明
詩
綜
』（
卷
二
二
・
偶
桓
）
に
「
明
初
の
選
政
を
操
す
る
者
に
許
中

麗
有
り
云
云
」
と
稱
す
る
を
引
い
て
、
推
定
し
て
洪
武
中
の
人
と
爲
す
。
是

れ
當
時
の
進
呈
本
竝
び
に
洪
武
の
掲
の
序
を
失
ふ
な
り
。
又
た
錢
牧
齋
（
淸

の
錢
謙
益
）『
列
朝
詩
集
』
甲
集
前
編
卷
十
に
『
光
嶽
英
華
』
の
六
人
を
收
む
。

呉
會
【
原
注：

（
以
下
省
略
）
七
首
】
王
翊
【
一
首
】
游
莊
【
二
首
】
王
中

【
十
五
首
】
陳
安
【
三
首
】
柔
廉
【
一
首
】
と
爲
す
。
今
、
卷
中
に
竝
び
に

一
人
も
無
し
。
而
る
に
目
録
の
第
四
葉
、
周
啓
に
至
り
、
戛
然
と
し
て
止
む
。

か
つ

且
つ
掲
の
序
に
「
歌
行
」
有
れ
ど
も
、
卷
中
に
之
無
し
。
是
れ
此
の
本
之
を

叢
殘
に
出
づ
る
こ
と
、
以
て
斷
言
す
可
し
。
又
た
甲
集
卷
十
八
に
『
光
嶽
英

華
』
の
三
體
十
二
人
を
收
む
。
甘
瑾
【
四
十
首
】
張
率
【
四
首
】
掲
軌
【
十

六
首
】
周
啓
【
二
首
】
劉
秩
【
五
首
】
元
宣
【
二
首
】
危
進
【
二
首
】
呉
世

忠
【
三
首
】
朱
弘
祖
【
二
首
】
余
守
約
【
二
首
】
聶
同
文
【
二
首
】
高
伯
恂

【
一
首
】
と
爲
す
。
是
の
編
の
選
ぶ
所
、『
列
朝
詩
集
』
と
同
じ
き
者
、
僅
か

に
元
宣
【
五
首
】
危
進
【
七
首
】
張
率
【
十
五
首
】
掲
軌
【
二
十
一
首
】
呉

世
忠
【
六
首
】
甘
瑾
【
十
五
首
】
周
啓
【
八
首
】
の
七
人
の
み
。
互
い
に
相

比
覈
す
る
に
、
溢
出
の
詩
及
び
人
、
頗
る
多
し
。
且
つ
古
體
詩
有
り
。
是
れ

か
く

牧
齋
の
見
る
所
の
本
は
乃
ち
足
本
な
り
。

〔
掲
軌
の
序
〕

詩
は
漢
・
魏
よ
り
し
て
下
、
唐
よ
り
盛
ん
な
る
は
莫
し
。
唐
の
後
、
元
よ

り
盛
ん
な
る
は
莫
し
。
是
を
以
て
君
子
焉
を
尚
ぶ
。
開
元
（
七
一
三
～
七
四

こ
れ

一
）・
大
歴
（
大
暦
、
七
六
六
～
七
八
〇
）、
諸
賢
繼
起
し
、
歌
詞
の
風
格
は

六
朝
の
習
を
一
掃
す
。
皇
慶
（
一
三
一
二
・
三
）・
延
祐
（
一
三
一
四
～
一
三

二
〇
）、
作
者
傑
出
し
、
悉
く
宋
・
金
の
風
を
變
ず
。
歌
詞
爛
然
と
し
て
、
後

の
詩
を
言
ふ
者
、
此
よ
り
越
え
ざ
る
な
り
。
汝
南
の
許
仲
孚
は
、
雅
よ
り
吟

も
と

詠
を
好
み
、
嘗
て
二
代
の
詩
を
録
し
、
其
の
作
（
法
度
）
に
合
ふ
者
を
取
り
、

律
詩
・
歌
行
に
分
か
つ
こ
と
、
凡
て
若
干
首
。
之
を
梓
に
刻
し
、
之
に
題
し

て
『
光
嶽
英
華
』
と
曰
ふ
。
其
の
編
次
の
序
を
觀
る
に
、
有
元
を
以
て
直
ち

に
盛
唐
に
接
す
る
は
、
其
れ
詩
を
知
る
か
な
。
近
世
、
襄
城
の
楊
伯
謙
（
元

の
楊
士
弘
）
作
り
し
『
唐
音
』
は
、
之
を
精
な
ら
ず
と
謂
ふ
可
か
ら
ざ
る
も
、
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其
の
備
は
る
を
求
む
れ
ば
、
則
ち
未
だ
し
な
り
。
薊
人
の
宋
褧
著
は
す
『
國

朝
風
雅
』
は
、
亦
た
之
を
備
は
ら
ざ
る
と
謂
ふ
可
か
ら
ざ
る
も
、
其
の
精
を

言
へ
ば
、
則
ち
未
だ
し
な
り
。
若
し
夫
れ
其
の
音
節
を
審
か
に
し
、
其
の
體

製
を
辨
じ
、
精
に
し
て
之
を
略
に
失
は
ず
、
備
は
り
て
雜
に
傷
は
ざ
る
は
、

則
ち
仲
孚
の
録
す
る
所
に
出
で
ず
。
吾
嘗
て
此
に
志
す
こ
と
有
る
も
、
其
の

識
の
未
だ
博
か
ら
ざ
る
を
病
み
て
能
は
ざ
る
な
り
。
仲
孚
の
若
き
者
は
、
常

ご
と

情
を
度
越
す
る
こ
と
遠
き
か
な
。
嗟
乎
、
王
者
の
跡
熄
み
て
詩
亡
び
、
此
に

あ

あ

や

於
い
て
以
て
世
道
の
降
る
を
見
る
こ
と
有
る
な
り
。
邵
子
（
宋
の
邵
雍
）
に

云
へ
る
有
り
、「
刪
（
孔
子
に
よ
る
『
詩
經
』
刪
定
）
よ
り
後
、
更
に
詩
無
し
」

（
宋
の
楊
時
『
龜
山
語
録
』
卷
二
所
引
）
と
。
蓋
し
聖
人
の
意
を
知
る
の
み
。

〔
唐
の
〕
王
通
氏
は
魏
晉
數
百
年
の
後
に
起
こ
り
、
聖
人
の
遺
意
を
得
て
、

慨
然
と
し
て
詩
に
續
く
る
に
志
す
こ
と
有
る
も
、
而
れ
ど
も
卒
に
其
の
書
の

傳
は
る
を
見
ず
。
蓋
し
復
た
「
關
雎
」「
麟
趾
（
麟
之
趾
）」
の
詠
、「
鳧
鷖
」

「
既
醉
」
の
音
（
い
ず
れ
も
『
詩
經
』
中
の
詩
篇
）
の
録
す
可
き
者
有
ら
ざ

ら
ん
。
風
俗
の
趨
愈
い
よ
下
り
、
聲
文
の
變
日
び
に
靡
ぶ
。
之
が
爲
に
深
歎

ほ
ろ

せ
ざ
る
能
は
ざ
る
な
り
。
然
り
而
う
し
て
乾
坤
の
淸
氣
の
鍾
ま
る
所
、
山
川

あ
つ

の
神
秀
の
萃
ま
る
所
、
特
起
の
才
、
未
だ
嘗
て
焉
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
此
れ

あ
つ

こ
れ

則
ち
『
光
嶽
英
華
』
の
由
り
て
起
こ
る
所
な
り
。
仲
孚
、
既
に
二
代
の
詩
を

環
翠
亭
に
刻
し
、
又
た
聖
朝
治
丗
の
音
の
其
の
善
く
鳴
る
者
を
采
り
、
并
せ

て
之
を
刻
し
、
以
て
後
に
續
く
。
意
謂
へ
ら
く
、
皇
家
、
人
倫
に
厚
く
敎
化

お

も

に
美
な
る
こ
と
、
將
に
此
に
於
い
て
か
徴
せ
ん
と
。
仲
孚
は
、
其
れ
詩
の
敎

を
爲
す
所
以
を
知
る
か
な
。
洪
武
十
九
年
（
一
三
八
六
）
歳
次
丙
寅
、
正
月

ゆ
え
ん

望
日
、
豫
章
の
掲
軌
序
す
。

〔
傅
增
湘
の
識
語
〕

此
れ
汝
南
の
許
中
麗
の
編
す
る
所
と
爲
す
。
專
ら
唐
・
元
・
明
三
朝
の
七

言
律
詩
を
選
ん
で
一
集
と
爲
す
。
凡
そ
十
五
卷
。
卷
一
よ
り
三
に
至
る
ま
で

有
唐
と
題
す
。
卷
四
よ
り
十
に
至
る
ま
で
大
元
と
題
す
。
卷
十
一
よ
り
十
五

に
至
る
ま
で
皇
明
と
題
す
。
皆
、
二
字
を
以
て
書
名
の
上
に
冠
す
。
下
に

「
七
言
律
詩
卷
之
幾
」
と
注
す
。
各
卷
の
首
は
「
汝
南
許
中
麗
仲
孚
編
輯
、

豫
章
掲
軌
孟
同
校
正
」
と
題
す
。
半
葉
十
一
行
、
行
ご
と
に
二
十
字
。
黑
口
、

四
周
雙
闌
。
殉
工
古
雅
に
し
て
、
字
體
は
松
雪
を
橅
す
（
元
初
の
趙
孟
頫
の

書
體
に
模
す
）
は
、
猶
ほ
是
れ
元
板
の
風
格
の
ご
と
し
。
前
に
洪
武
十
九
年

丙
寅
の
掲
軌
の
序
有
り
。
略
に
言
ふ
、「
詩
は
唐
よ
り
盛
ん
な
る
は
莫
し
。

唐
の
後
、
元
よ
り
盛
ん
な
る
は
莫
し
。
開
元
・
大
歴
の
諸
賢
、
六
朝
の
習
を

一
掃
す
。
皇
慶
・
延
祐
、
作
者
悉
く
宋
・
金
の
風
を
變
ず
。
仲
孚
、
嘗
て
二

代
の
詩
を
録
し
、
其
の
作
（
法
度
）
に
合
ふ
者
を
取
り
、
之
を
梓
に
刻
し
、

題
し
て
『
光
嶽
英
華
』
と
曰
ふ
。
其
の
編
次
の
序
を
觀
る
に
、
有
元
を
以
て

直
ち
に
盛
唐
に
接
す
と
云
ふ
」
と
。
此
れ
其
の
選
詩
の
大
旨
な
り
。
序
末
に

又
た
言
ふ
、「
既
に
二
代
の
詩
を
環
翠
亭
に
刻
し
、
又
た
聖
朝
治
世
の
音
を

采
り
、
并
せ
て
之
を
後
に
刻
す
」
と
。
是
れ
明
詩
は
其
の
續
選
增
入
す
る
所

の
者
な
り
。
夫
れ
元
、
明
の
閒
、
唐
詩
を
選
ぶ
者
は
衆
し
。
元
詩
を
選
ぶ
者

は
、『
皇
元
風
雅
』『
元
詩
體
要
』『
元
音
』『
乾
坤
淸
氣
』『
正
聲
類
編
』『
大

雅
集
』『
元
風
雅
』
等
の
如
き
、
亦
た
十
數
家
を
下
ら
ず
。
唐
・
元
を
合
し
て

一
爐
と
爲
し
、
七
律
の
一
體
を
專
ら
と
す
る
が
若
き
は
、
則
ち
斯
の
集
實
に

創
作
と
爲
す
。
第
だ
録
す
る
所
、

た

祇
だ
杜
少
陵
の
み
專
ら
一
卷
と
爲
し
、
其

た

の
他
は
毎
人
一
、
二
首
を
選
び
、
多
き
は
七
、
八
首
を
越
え
ず
。
殊
に
其
の

堙
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
二
）

七
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長
ず
る
所
を
盡
く
す
に
足
ら
ず
。
元
詩
の
六
卷
、
凡
そ
百
家
を
取
る
。
其
の

人
に
頗
る
稀
見
の
者
有
り
。
或
い
は
秀
野
の
元
選
（
淸
の
顧
嗣
立
『
元
詩

選
』）
の
遺
を
補
ふ
に
足
る
の
み
。
此
の
集
は
始
め
て
焦
氏
の
『
經
籍
志
』

（
明
の
焦
竑
『
國
史
經
籍
志
』
卷
五
）
に
見
ゆ
。
黄
氏
の
『
千
頃
堂
書
目
』

も
亦
た
之
を
載
す
。
乾
隆
の
時
、
詔
を
下
し
て
書
を
徴
し
、
浙
江
曾
て
採
り

て
以
て
進
め
、
遂
に
附
し
て
〔『
四
庫
全
書
總
目
』
の
〕
存
目
に
入
る
。
惟
だ

焦
・
黄
の
二
目
は
、
題
し
て
「
掲
軌
撰
」
に
作
る
。
四
庫
館
見
る
所
は
、
天

一
閣
の
鈔
本
爲
り
。
其
の
祇
だ
七
律
の
一
體
の
み
有
る
を
以
て
、
疑
ひ
て
缺

佚
と
爲
し
、
竟
に
題
し
て
殘
本
に
作
る
。
許
中
麗
の
籍
貫
・
年
代
に
於
い
て
、

均
し
く
未
だ
詳
悉
せ
ず
。
蓋
し
咸
な
未
だ
原
刻
を
見
る
を
得
ざ
り
し
な
ら
ん
。

み

而
し
て
傳
鈔
の
者
又
た
其
の
序
目
を
失
ひ
、
故
に
詞
多
く
聒
怳
た
る
な
り
。

書
は
洪
武
よ
り
以
後
、
再
刻
を
聞
か
ず
。
徧
く
近
代
の
藏
書
目
録
を
檢
す
る

に
、
亦
た
未
だ
其
の
名
を
著
は
さ
ず
。
流
傳
の
罕
な
る
こ
と
知
る
可
し
。
此

の
本
に
「
安
樂
堂
」「
明
善
堂
」
の
二
印
有
り
て
、
舊
と
怡
王
（
康
熙
帝
の
子
、

も

怡
親
王
允
祥
）
の
邸
中
に
藏
せ
ら
る
。
近
時
、
福
山
の
王
文
敏
（
王
懿
榮
）

の
家
に
入
る
。
其
の
書
は
佳
選
に
非
ず
、
楮
墨
も
亦
た
未
だ
初
印
と
爲
さ
ず

と
雖
も
、
然
れ
ど
も
洪
武
よ
り
今
に
迄
る
ま
で
已
に
五
百
五
十
年
、
名
輩
の

い
た

珍
儲
を
歴
經
し
て
、
卷
帙
完
整
な
り
。
昔
人
の
未
だ
見
ざ
る
所
に
し
て
、
亦

た
竝
世
の
傳
は
ら
ざ
る
所
と
爲
す
。
寧
ぞ
之
を
奇
祕
と
謂
は
ざ
ら
ん
や
。
誦

な
ん

芬
同
年
（
堙
康
）
は
夙
に
元
人
の
集
を
嗜
む
。
余
爲
に
訪
ね
て
盧
氏
の
太
史

こ
の

（
徐
坊
の
長
壻
で
翰
林
院
編
修
で
あ
っ
た
河
南
盧
氏
の
人
、
史
寶
安
）
の
家

に
得
た
り
。
爲
に
其
の
原
委
を
攷
へ
、
詳
か
に
編
に
著
は
す
。
且
つ
余
方
に
ま
さ

『
乾
坤
淸
氣
』
の
解
題
を
撰
せ
ん
と
し
、
此
の
書
を
見
る
を
得
た
り
。
正
に

（
４
）

（
５
）

佳
對
と
爲
す
に
堪
ふ
る
な
り
。
孟
同
は
籍
を
臨
川
に
著
は
す
。
當
に
文
安

（
元
の
掲
傒
斯
）
の
族
人
爲
る
べ
し
。
洪
武
の
初
、
明
經
に
擧
げ
ら
れ
、
新

河
縣
に
知
た
り
。
秩
滿
ち
て
歸
省
し
、
郡
西
の
茅
峰
下
に
居
る
。
杏
花
春
雨

亭
を
築
き
、
生
徒
に
敎
授
す
。
二
十
五
年
、
命
ぜ
ら
れ
れ
て
江
西
の
主
考
官

と
爲
る
。
明
年
、
召
さ
れ
て
京
に
入
り
、『
書
傳
會
選
』
を
校
定
す
。
宿
儒
を

以
て
嘗
て
顧
問
を
被
む
り
、
書
成
り
て
歸
ら
ん
こ
と
を
乞
ふ
。
此
の
集
、
蓋

し
家
に
居
り
徒
に
授
け
し
時
に
校
刻
す
る
所
な
ら
ん
。
辛
未
（
一
九
三
一
）

仲
冬
、
藏
園
識
す
。

し
る

（
１
）
傅
增
湘
（
一
八
七
二
～
一
九
四
九
）、
字
沅
叔
、
四
川
江
安
（
四
川
省
宜
賓
市
江

安
縣
）
の
人
、
藏
園
と
號
し
た
。
堙
康
と
同
じ
く
光
緒
二
十
四
年
戊
戌
（
一
八
九

八
）
の
進
士
（
同
年
の
進
士
は
互
い
に
「
同
年
」
と
呼
び
、
交
友
厚
か
っ
た
と
い

う
。
な
お
原
文
「
同
年
」
を
「
同
輩
」
と
譯
し
た
）。
淸
朝
政
府
以
來
、
敎
育
行
政

に
攜
わ
り
、
中
華
民
國
政
府
に
お
い
て
も
民
國
六
年
（
一
九
一
七
）
か
ら
八
年
ま

で
敎
育
總
長
（
文
科
大
臣
）
の
任
に
當
っ
た
。
近
代
の
大
藏
書
家
の
一
人
と
し
て

有
名
で
、
宋
・
元
版
二
種
の
『
資
治
通
鑑
』
を
藏
し
た
こ
と
か
ら
、
藏
書
室
を

「
雙
鑑
樓
」
と
名
づ
け
た
。
民
國
十
八
年
（
一
九
二
九
、
昭
和
四
年
）
に
は
、
日

本
に
訪
書
の
旅
行
を
行
っ
た
。
藏
書
の
多
く
は
逝
去
の
二
年
前
お
よ
び
没
後
に
北

京
圖
書
館
（
現
國
家
圖
書
館
）
に
捐
藏
さ
れ
た
。『
雙
鑑
樓
善
本
書
目
』
な
ど
生
前

の
編
著
も
少
な
く
な
い
が
、
近
年
、
孫
の
傅
熹
年
氏
が
遺
稿
等
を
整
理
編
修
し
た

『
藏
園
羣
書
經
眼
録
』（
一
九
八
三
年
九
月
、
中
華
書
局
）、『
藏
園
羣
書
題
記
』

（
一
九
八
九
年
六
月
、
上
海
古
籍
出
版
社
）、『
藏
園
訂
補
躱
亭
知
見
傳
本
書
目
』

（
一
九
九
三
年
六
月
、
中
華
書
局
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
堙
康
所
藏
本
の
現
藏
は
未
詳
。『
中
國
古
籍
善
本
書
目
』
卷
二
七
（
集
部
、
一
九

九
八
年
三
月
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
は
、
本
書
の
十
五
卷
本
の
足
本
と
し
て
、

北
京
圖
書
館
藏
本
の
明
洪
武
十
九
年
刻
遞
修
本
と
淸
鈔
本
の
二
部
の
み
著
録
す
る
。

『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
に
北
京
圖
書
館
藏
淸
鈔
本
が
影
印
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は

七
三
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淸
の
王
士
禛
刪
定
本
の
十
三
卷
本
（
唐
詩
の
三
卷
を
刪
去
し
た
本
。
た
だ
し
王
士

禛
の
序
に
は
十
二
卷
と
あ
る
）
で
あ
る
。『
中
國
古
籍
善
本
書
目
』
の
淸
鈔
本
の

記
述
に
誤
り
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
堙
康
の
所
藏
に
歸
し
た
こ
の
本
の
記

録
が
『
藏
園
羣
書
經
眼
録
』
卷
十
七
に
あ
り
、
ま
た
本
文
の
後
に
附
す
傅
增
湘
の

「
識
語
」
が
『
藏
園
羣
書
題
記
』
卷
十
八
に
「
明
本
光
嶽
英
華
詩
集
」
と
し
て
收

録
さ
れ
て
い
る
（
些
か
文
字
を
修
改
し
て
「
戊
寅
中
秋
日
」
の
日
附
を
文
末
に
記

す
）。

（
３
）
徐
坊
（
一
八
六
四
～
一
九
一
六
）、
字
士
言
、
號
梧
生
、
山
東
臨
淸
直
隷
州
（
山

東
省
臨
淸
市
）
の
人
。
戸
部
江
南
司
主
事
、
京
師
圖
書
館
副
監
督
な
ど
に
任
ぜ
ら

れ
る
。
藏
書
室
を
歸
朴
堂
と
い
う
。
藏
書
は
、
没
後
に
一
部
流
出
し
た
が
、
未
亡

人
の
死
後
、
散
じ
盡
く
し
た
。
北
京
の
邸
宅
の
藏
書
は
分
か
れ
て
、
子
と
長
壻
の

史
寶
安
（
翰
林
院
編
修
─
別
稱
を
「
太
史
」
と
い
う
─
で
あ
っ
た
）
の
所
有
に
歸

し
た
（
王
紹
曾
・
沙
嘉
孫
『
山
東
藏
書
家
史
略
』、
一
九
九
二
年
一
二
月
、
山
東
大

學
出
版
社
に
よ
る
）。

（
４
）『
藏
園
羣
書
題
記
』
に
よ
る
と
、「
安
樂
堂
藏
書
記
」「
明
善
堂
覽
書
畫
記
」
と
い

う
印
文
の
二
印
で
あ
る
（
前
者
の
印
影
は
一
九
八
八
年
六
月
、
國
立
中
央
圖
書
館

『
善
本
藏
書
印
章
選
粹
』
に
見
え
る
）。

（
５
）
王
懿
榮
の
舊
藏
で
あ
る
こ
と
は
、『
藏
園
羣
書
題
記
』
に
録
さ
れ
た
「
王
懿
榮
」

「
海
上
精
舍
藏
本
」「
福
山
王
氏
正
孺
藏
書
」「
顯
處
視
月
」
の
藏
書
印
で
判
明
す

る
。

二
十
八
日

晴
れ
。
奧
平
昌
洪
が
著
わ
し
た
錢
譜
の
序
文
を
請
う
。
譜
に
貼
ら
れ
た
錢
影
は
、

ま
さ
ひ
ろ

ど
れ
も
こ
の
國
の
著
名
な
珍
品
ぞ
ろ
い
で
、
壯
觀
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
體
例
も

行
き
屆
い
て
い
る
。
さ
ら
に
日
本
古
錢
收
藏
家
小
傳
も
附
録
し
て
い
る
。
現
在
、

講
演
の
準
備
中
で
、
執
筆
の
暇
が
な
い
の
で
、
返
却
し
た
。
楊
鼎
甫
が
來
た
り
、

守
和
の
書
函
を
取
り
出
す
。
彼
は
用
事
に
煩
わ
さ
れ
、
東
航
で
き
な
い
こ
と
が
分

か
っ
た
。
數
枚
の
目
録
を
同
封
し
て
、
印
行
す
べ
き
書
籍
の
鑑
定
を
託
す
。
そ
こ

（
１
）

で
長
澤
〔
規
矩
也
〕・
田
中
〔
慶
太
郞
〕
を
呼
び
迎
え
、
一
緖
に
選
び
出
し
た
。
圖

書
寮
の
も
の
と
し
て
は
、『
玉
堂
類
稿
』『
宋
景
文
集
』『
王
文
公
集
』『
太
平
寰
宇

記
』【
原
注：

（
以
下
省
略
）
と
も
に
宋
本
】、『
金
臺
集
』【
元
本
】、『
羣
書
治
要
』

【
古
鈔
本
】
の
七
種
。
靜
嘉
堂
の
も
の
と
し
て
は
、『
呉
志
』『
王
右
丞
集
』【
と
も

に
宋
版
】
の
二
種
。
み
な
人
寰
の
孤
本
で
あ
る
。
午
後
四
時
、
瀧
川
博
士
（
瀧
川

政
次
郞
）
來
た
る
。
こ
の
國
の
法
務
官
任
用
に
つ
い
て
質
問
す
る
。
は
じ
め
に
國

家
試
驗
が
あ
っ
て
、
手
順
は
だ
い
た
い
我
が
國
と
同
樣
で
あ
る
。
試
驗
に
合
格
す

る
と
、
試
補
の
名
稱
が
與
え
ら
れ
、
年
俸
は
千
圓
。
裁
判
所
に
配
屬
さ
れ
、
判

事
・
檢
事
の
仕
事
を
各
一
年
勤
め
る
。
司
法
當
局
は
審
判
・
調
査
の
成
績
の
ほ
か
、

人
格
と
家
柄
を
重
視
す
る
。
再
試
驗
の
合
格
者
は
十
人
中
五
人
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
風
紀
は
嚴
格
で
、
賄
賂
不
正
の
弊
害
が
な
い
。
こ
の
日
、
狂
風
が
吹
き
荒
れ
、

寒
さ
が
俄
に
增
す
。

再
贈
平
尾
聚
泉

再
び
平
尾
聚
泉
に
贈
る

泉
刀
銖
兩
足
生
涯

泉
刀
銖
兩

生
涯
に
足
し
お
ほ

氈
蠟
頻
年
燦
墨
華

氈
蠟

頻
年

墨
華
燦
か
な
り

あ
ざ
や

今
日
墨
隄
傳
韻
事

今
日

墨
隄

韻
事
を
傳
ふ

笵
金
吉
語
補
新
家

笵
金
の
吉
語

新
家
を
補
ふ

再
び
平
尾
聚
泉
に
贈
る

生
涯
か
け
て
夥
し
い
古
錢
を
收
集
さ
れ
た
。
ま
た
何
年
も
續
け
て
、
墨
色

あ
ざ
や
か
な
錢
貨
の
拓
本
も
採
っ
て
お
ら
れ
る
。
隅
田
川
流
れ
る
東
京
に
住

む
あ
な
た
は
、
こ
の
文
人
趣
味
を
今
日
に
受
け
繼
が
れ
た
。
古
錢
に
鑄
込
ま

れ
た
目
出
度
い
言
葉
は
、
新
し
い
家
の
喜
び
を
增
す
で
あ
ろ
う
。

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

堙
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
二
）

七
四



（
１
）
こ
の
「
錢
譜
」
と
は
、
の
ち
昭
和
十
三
年
六
月
に
岩
波
書
店
か
ら
稿
本
影
印
本

と
し
て
出
版
さ
れ
た
『
東
亞
錢
志
』
十
八
卷
を
指
す
で
あ
ろ
う
（
補
遺
二
卷
は
昭

和
四
十
四
年
影
印
。
昭
和
四
十
九
年
九
月
の
歴
史
圖
書
社
か
ら
再
影
印
さ
れ
た
二

十
卷
五
册
本
が
あ
る
）。

（
２
）『
玉
堂
類
稿
』『
宋
景
文
集
』
に
つ
い
て
は
、
本
書
卷
三
・
三
月
三
日
條
に
「
崔

舍
人
玉
堂
類
藁
二
十
卷
附
録
一
卷
西
垣
類
藁
二
卷
」「
景
文
宋
公
文
集
十
八
卷
」

と
し
て
、『
王
文
公
集
』『
太
平
寰
宇
記
』
は
、
七
日
條
に
「
王
文
公
文
集
七
十
卷
」

「
太
平
寰
宇
記
二
十
五
册
」
と
し
て
、『
金
臺
集
』
は
十
四
日
條
に
「
金
臺
集
一

卷
」
と
し
て
、『
羣
書
治
要
』
は
十
五
日
條
に
「
羣
書
治
要
四
十
七
卷
」
と
し
て
堙

康
の
觀
書
記
を
載
せ
る
（
平
成
十
一
年
十
二
月
、「
就
實
語
文
」
第
二
〇
号
、
拙
稿

「
堙
康
『
書
舶
庸
譚
』
譯
注
補
訂
」
參
照
）。
ち
な
み
に
最
近
に
な
っ
て
、『
玉
堂

類
稿
』
は
「
日
本
宮
内
廳
書
陵
部
藏
宋
元
版
漢
籍
影
印
叢
書
」
第
二
輯
に
影
印
さ

れ
た
（
二
〇
〇
三
年
五
月
、
綫
裝
書
局
）。
ま
た
『
王
文
公
集
』
は
、
龍
舒
本
『
王

文
公
集
』
の
影
印
（
一
九
六
二
年
、
中
華
書
局
）
の
際
、
補
配
に
一
部
分
が
用
い

ら
れ
た
。『
太
平
寰
宇
記
』
は
二
〇
〇
〇
年
一
月
に
中
華
書
局
か
ら
影
印
さ
れ
た
。

『
羣
書
治
要
』
は
、
昭
和
十
六
年
に
宮
内
省
圖
書
寮
か
ら
影
印
さ
れ
た
（
軸
裝
。

一
九
八
九
年
か
ら
九
一
年
「
古
典
研
究
會
叢
書
」
漢
籍
之
部
第
九
～
一
五
卷
、
汲

古
書
院
再
覆
製
あ
り
）。

（
３
）『
呉
志
』
に
つ
い
て
は
、
堙
康
觀
書
記
が
本
書
卷
六
・
十
二
月
十
日
條
に
、
ま
た

『
王
右
丞
集
』
は
卷
八
下
・
乙
亥
（
民
國
二
十
四
年
、
昭
和
十
年
）
五
月
七
日
條

に
見
え
る
。
な
お
『
呉
志
』
す
な
わ
ち
『
三
國
志
』
の
『
呉
書
』
の
靜
嘉
堂
文
庫

本
は
「
古
典
研
究
會
叢
書
」
漢
籍
之
部
第
六
卷
（
一
九
八
八
年
一
一
月
、
汲
古
書

院
）
に
影
印
、『
王
右
丞
集
』
は
同
じ
く
第
三
二
卷
（
二
〇
〇
五
年
九
月
）
に
影
印

さ
れ
た
（
先
だ
つ
一
九
七
七
年
七
月
、
靜
嘉
堂
稀
覯
書
七
の
影
印
本
も
あ
り
）。

（
４
）「
泉
」
は
中
國
古
代
の
貨
幣
、
錢
に
同
じ
。「
刀
」
は
刀
の
形
を
し
た
青
銅
製
の

貨
幣
、
主
に
戰
國
時
代
の
齊
・
燕
・
趙
に
行
わ
れ
た
。「
銖
」「
兩
」
は
重
量
の
單

位
、
二
十
四
銖
で
一
兩
（
先
秦
・
前
漢
で
約
一
六
グ
ラ
ム
）
に
相
當
す
る
が
、
こ

こ
で
は
「
銖
」
は
五
銖
錢
（
漢
の
武
帝
の
代
に
始
め
て
鑄
せ
ら
れ
、
唐
初
ま
で
續

く
）、「
兩
」
は
半
兩
錢
（
秦
の
始
皇
帝
に
始
ま
り
統
一
貨
幣
と
さ
れ
、
漢
初
に
も

行
わ
れ
る
）
を
指
す
で
あ
ろ
う
。
あ
わ
せ
て
古
代
の
錢
貨
を
い
う
。

（
５
）「
氈
」
は
濕
拓
に
用
い
る
打
包
（
た
ん
ぽ
）
の
用
材
、「
蠟
」
は
乾
拓
に
使
う
蠟

墨
。
轉
じ
て
「
氈
蠟
」
を
も
っ
て
拓
本
の
意
味
と
な
る
。
淸
の
王
澍
『
竹
雲
題
跋
』

卷
二
に
「
氈
蠟
の
法
、
宋
時
最
も
精
な
り
。」
と
い
う
。

二
十
九
日

晴
れ
。
上
海
の
趙
晉
卿
の
書
函
を
受
け
取
る
。
工
部
局
の
何
德
全
（
未
詳
）
の

手
紙
が
同
封
。
英
國
人
の
ジ
ョ
ー
ン
ズ
に
代
わ
っ
て
今
回
の
講
演
録
の
華
文
・
日

文
そ
れ
ぞ
れ
の
原
稿
を
請
う
。
原
稿
は
仁
井
田
の
翻
譯
で
あ
る
。
村
上
君
に
こ
の

こ
と
を
相
談
す
る
と
、
翻
譯
を
許
し
て
く
れ
て
全
て
上
海
に
郵
送
し
た
。

三
十
日

晴
れ
。
午
後
三
時
、
學
士
會
館
に
行
き
講
演
。
某
新
聞
を
見
て
、
司
法
部
の
樞

要
官
・
專
任
官
が
外
交
上
の
こ
と
で
辭
職
と
知
る
。
そ
の
新
聞
に
は
、
ま
た
某
銀

行
の
破
産
の
記
事
を
載
せ
る
。
こ
れ
は
時
局
の
影
響
を
う
け
た
も
の
で
あ
り
、
か

ね
て
承
知
の
事
情
で
は
あ
る
が
、
こ
の
情
報
が
確
實
で
な
い
こ
と
が
願
わ
し
い
。

全
國
の
金
融
に
連
動
し
な
い
よ
う
望
ま
れ
る
。
夕
方
、
田
中
を
訪
れ
懇
談
す
る
。

机
邊
に
琉
璃
廠
の
本
屋
か
ら
送
付
さ
れ
た
明
人
の
著
作
四
種
が
あ
っ
た
【
原
注：

目
録
後
掲
】。
妥
當
な
値
段
で
攜
え
歸
る
。
夜
に
な
っ
て
雨
。

四
不
如
類
抄
九
卷

錢
一
本
の
撰
。
一
本
、
字
は
國
瑞
、
吾
が
邑
（
江
蘇
省
常
州
市
武
進
）
の

人
。
萬
暦
十
一
年
（
一
五
八
三
）
の
進
士
。
知
縣
よ
り
徴
せ
ら
れ
て
御
史
を

授
け
ら
れ
、
太
僕
寺
少
卿
を
贈
ら
る
。
事
蹟
は
『
明
史
』（
卷
二
三
一
）
本
傳

に
詳
し
。
是
の
抄
、
前
に
自
序
【
原
注：

（
以
下
略
）
癸
丑
長
至
日
】・
于
■

（
１
）

（
２
）

七
五

立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要

第
二
號



■
（
二
字
墨
丁
）
の
題
辭
、
末
葉
を
失
す
、
史
孟
麟
の
引
首
【
萬
暦
癸
丑
（
萬

暦
四
十
一
年
、
一
六
一
三
）
季
冬
】、
呉
亮
の
序
【
昭
陽
赤
奮
〔
若
〕（
癸
丑
）】

有
り
。「
四
不
如
」
と
は
、
一
不
如
「
異
類
」。
上
卷
「
德
性
」「
孝
慈
」「
忠

義
」「
別
序
」「
樂
羣
」
の
五
類
と
爲
し
、
中
卷
「
靈
頡
」「
性
命
」「
感
應
」

「
禪
玄
」
の
四
類
と
爲
し
、
下
卷
「
記
言
」
と
爲
す
。
二
不
如
「
賤
類
」。
上

卷
「
僕
隷
」「
妾
婢
」
の
二
類
と
爲
し
、
中
卷
「
倡
優
」「
乞
盗
」
の
二
類
と

爲
し
、
下
卷
「
記
言
」
と
爲
す
。
三
不
如
「
婦
寺
」。
上
卷
「
婦
忠
」「
婦
孝
」

「
婦
節
」
の
三
類
と
爲
し
、
中
卷
「
婦
義
」「
寺
人
（
宦
官
）」
の
二
類
と
爲

し
、
下
卷
「
記
言
」
と
爲
す
。
四
不
如
「
夷
狄
」。
上
卷
「
尊
華
」「
用
華
」

の
二
類
と
爲
し
、
中
卷
「
變
夷
」「
雜
種
」
の
二
類
と
爲
し
、
下
卷
「
記
言
」

と
爲
す
。「
記
言
」
と
は
、
傳
記
及
び
雜
文
を
襃
集
す
る
の
屬
な
り
。
毎
類

の
後
、
之
に
繋
ぐ
に
論
を
以
て
す
。
卷
末
に
復
た
自
序
竝
び
に
韻
語
七
行
有

り
。
本
傳
を
考
ふ
る
に
、
其
の
「
論
相
」「
建
儲
」
の
二
疏
を
載
せ
、
戇
直
を

以
て
帝
の
銜
む
所
と
爲
る
。
給
事
中
の
孟
養
浩
を
杖
す
る
に
於
い
て
、
中
旨

も
て
斥
け
ら
れ
て
民
と
爲
り
、
歸
り
て
東
林
の
講
席
を
主
る
。
此
の
抄
は
、

里
居
し
て
作
る
所
に
し
て
、
以
て
其
の
牢
騷
伊
鬱
を
寄
す
る
の
み
。
多
く

子
・
史
よ
り
採
る
と
雖
も
、
事
毎
に
、
詳
し
く
顛
末
を
載
せ
、
尚
ほ
他
の
類

書
の
割
裂
飣
餖
（
斷
片
の
寄
せ
集
め
）
の
弊
無
し
。

玄
羽
外
編
六
種

張
大
齡
撰
。
大
齡
、
號
は
玄
羽
逸
史
、
四
川
眉
山
の
人
。
是
の
編
、
前
に

「
晉
唐
指
掌
」、
萬
暦
辛
丑
（
二
十
九
年
、
一
六
〇
一
）
の
題
首
有
り
。
六
種
。

一
は
「
史
論
」
四
卷
と
爲
し
、
二
は
「
説
史
雋
言
」
十
卷
と
爲
し
、
毎
に
一

目
を
立
て
、
而
し
て
以
て
史
相
同
じ
き
の
事
實
を
列
し
之
を
隷
す
。
三
は

（
３
）

「
晉
五
胡
指
掌
」
六
卷
と
爲
す
。
前
に
「
總
論
」
二
篇
有
り
。
卷
一
「
羯
石

氏
」、
卷
二
「
鮮
卑
慕
容
氏
」、
卷
三
「
氐
苻
氏
」、
卷
四
「
索
虜
拓
抜
氏
」、

卷
五
「
羌
余
氏
・
前
涼
張
氏
」、
卷
六
「
西
涼
李
氏
」。
四
は
「
唐
藩
鎭
指
掌
」

六
卷
と
爲
す
。
卷
一
「
盧
龍
・
盛
德
二
鎭
」、
前
に
「
總
論
」
三
篇
有
り
。
卷

二
「
魏
博
・
澤
潞
・
平
盧
・
朔
方
」
の
四
鎭
、
卷
三
「
河
東
・
隴
右
・
河
西

【
原
注：

（
以
下
略
）
二
鎭
を
一
篇
と
爲
す
】・
邠
寧
・
涇
原
・
鳳
翔
」
の
六

鎭
、
卷
四
「
荊
南
・
山
南
東
道
・
河
中
・
河
南
・
淮
南
」
の
五
鎭
、
卷
五

「
淮
西
・
劍
南
・
興
元
」
の
三
鎭
及
び
晉
王
・
梁
王
、
卷
六
「
趙
王
・
呉
王

【
齊
王
を
附
け
た
り
】・
蜀
王
・
呉
越
王
・
閩
王
・
岐
王
・
燕
王
・
楚
王
・

鄴
王
・
渤
海
王
・
越
王
」。
五
は
「
隨
筆
」
八
卷
と
爲
す
。
六
は
「
支
離
漫

語
」
三
卷
と
爲
す
。
眉
山
は
、
宋
よ
り
以
來
、
文
士
輩
出
す
。
李
燾
・
彭
百

こ
の
か
た

川
の
如
き
は
、
尤
も
史
學
を
以
て
著
名
な
り
。
玄
羽
、
識
見
宏
通
、
徴
引
淵

雅
に
し
て
、
先
輩
の
流
風
の
遠
き
を
見
る
に
足
る
。『
千
頃
堂
書
目
』
史
部

別
史
類
を
考
ふ
る
に
、
僅
か
に
「
五
胡
」「
藩
鎭
」
の
二
種
を
載
す
る
の
み
。

而
し
て
「
藩
鎭
」
は
祇
だ
一
卷
の
み
。
又
た
別
に
「
晉
唐
指
掌
」
四
卷
を
出

だ
す
。
今
、「
題
首
」
を
讀
む
に
、
侖
ち
「
五
胡
」「
藩
鎭
」
の
二
種
を
包
擧

す
。
侖
ち
亦
た
二
種
の
自
序
な
り
。
殆
ど
著
録
の
時
、
未
だ
詳
審
を
加
へ
ざ

る
な
り
。

翠
樓
集
一
卷
二
集
一
卷
新
集
一
卷

〔
堙
康
の
解
題
〕

「
淮
南
の
劉
云
份
、
字
平
勝
輯
【
原
注：

號
靑
少
】」
と
題
す
。
前
に
自
序

有
り
。
毎
集
、
冠
す
る
に
族
里
を
以
て
す
。
四
庫
は
録
し
て
存
目
に
入
れ
、

卷
帙
同
じ
。『
靜
志
居
詩
話
』、
明
人
選
す
る
閨
秀
詩
を
徴
引
し
、「
云
」
を
誤

（
４
）

堙
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
二
）
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り
て
「
之
」
に
作
る
。
惟
だ
是
の
編
は
、
兪
憲
『
淑
秀
集
』
の
前
に
列
す
。

其
の
人
、
當
に
萬
暦
以
上
に
屬
す
べ
し
。
存
目
は
系
ぐ
に
國
朝
を
以
て
す
る

つ
な

は
、
殊
に
失
檢
と
爲
す
。
録
す
る
所
は
皆
金
屋
の
名
姝
を
以
て
、
玉
臺
の
麗

句
を
寫
す
。
其
の
題
名
の
義
を
繹
す
る
に
、
侖
ち
其
の
宗
旨
の
在
る
所
を
知

る
。

〔
劉
云
份
の
序
〕

夫
の
歌
詠
の
興
る
を
原
ぬ
る
に
、
宮
壼
に
興
り
、
辭
華
の
艶
は
、
釵

か

た
づ

こ
ん

さ
い
裠
に
く
ん

艶
な
り
。
列
國
之
に
因
り
て
風
（『
詩
經
』
の
十
五
國
の
民
謠
「
國
風
」）
有

り
、
尼
山
（
孔
子
）
是
を
用
つ
て
戒
を
垂
る
（
鄭
・
衞
の
二
國
の
歌
は
淫
靡

頽
廢
の
風
あ
る
と
批
判
し
た
）。
秦
・
漢
よ
り
還
、
何
れ
の
代
か
有
る
こ
と

こ
の
か
た

蔑
か
ら
ん
。
昭
明
の
選
（
梁
の
昭
明
太
子
、
蕭
統
編
『
文
選
』）
は
、
聲
韻
を

な瓊
裾
に
遺
れ
ず
、『
玉
臺
』（
陳
の
徐
陵
編
『
玉
臺
新
詠
』）
の
一
編
は
、
純
ら

わ
す

藻
思
を
彤
管
に
借
る
。
香
滉
・
宮
體
（
い
ず
れ
も
艶
體
の
詩
風
）、
唐
宋
の

れ
ん

人
此
を
擅
に
し
て
家
に
名
あ
り
。
淫
蕩
の
言
無
か
ら
ず
と
雖
も
、
然
れ
ど
も

下
世
冥
頑
、
士
人
鹵
莽
、
未
だ
必
ず
し
も
性
情
の
鍼
砭
に
非
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。

ろ
ま
う

し
ん
へ
ん

有
明
三
百
年
の
閒
、
閨
閣
の
琅
函
（
女
性
の
美
し
い
文
學
作
品
）、
幾
ど
瀚
海

ほ
と
ん

を
成
す
。
之
を
讀
む
に
人
の
心
を
し
て
動
か
さ
し
む
る
者
有
り
。
因
り
て
輯

め
て
一
書
と
爲
し
、
名
づ
け
て
翠
樓
集
と
曰
ふ
。
正
に
其
の
春
日
に
妝
を
凝

ら
し
（
唐
の
王
昌
齡
「
閨
怨
」
前
半
に
「
閨
中
少
婦

愁
ひ
を
知
ら
ず
、
春

日

妝
を
凝
ら
し
翠
樓
に
上
る
」
と
あ
る
）、
新
愁
解
け
ざ
る
を
想
ふ
に
、
誰

か
與
に
傳
へ
ん
や
。
是
の
編
を
握
る
者
、
寧
ろ
温
柔
郷
（
人
を
惑
わ
す
女
性

た
め

美
の
世
界
）
に
老
死
せ
ん
か
。
抑
も
直
ち
に
侯
に
封
ぜ
ら
れ
ん
と
し
て
（
王

昌
齡
「
閨
怨
」
後
半
に
「
忽
ち
見
る

陌
頭

楊
柳
の
色
、
悔
ゆ
ら
く
は
夫

婿
を
し
て
侯
に
封
ぜ
ら
れ
ん
こ
と
を
覓
め
し
む
る
を
」
と
あ
る
）
沙
場
に
臥

も
と

し
（
唐
の
王
翰
「
涼
州
詞
」
に
「
醉
う
て
沙
上
に
臥
す

君
笑
ふ
こ
と
莫
か

れ
」
と
あ
る
）、
而
し
て
兒
女
子
の
態
を
作
さ
ざ
ら
ん
か
（
唐
の
韓
愈
「
北
極

贈
李
觀
」
に
「
爲
す
無
か
れ

兒
女
の
態
」
と
あ
る
）。
淮
南
の
劉
云
份
序
す
。

品
花
箋
四
十
三
種

〔
堙
康
の
解
題
〕

淸
苕
花
史
の
輯
。
前
に
小
引
竝
び
に
圖
■
葉
、
甚
だ
精
美
な
る
有
り
。
凡

そ
四
類
に
分
か
つ
。
一
は
「
名
姫
品
第
」、
書
を
引
く
こ
と
九
種
。
二
は
「
名

姫
藻
飾
」、
書
を
引
く
こ
と
十
種
。
三
は
「
名
花
譜
系
」、
書
を
引
く
こ
と
十

二
種
。
四
は
「
名
花
燕
賞
」、
書
を
引
く
こ
と
十
二
種
。
靑
蓮
の
詩
に
云
ふ
、

「
名
花
傾
國

兩
つ
な
が
ら
相
懽
ぶ
」（
李
白
「
淸
平
調
」
其
三
の
起
句
）
と
。

よ
ろ
こ

花
か
人
か
、
其
の
風
懷
の
夫い

旎
た
る
を
寫
す
に
非
ざ
る
無
き
の
み
。

ぢ

〔
淸
苕
花
史
の
題
記
〕

昔
よ
り
名
花
は
妃
子
に
比
ぶ
。
而
し
て
芍
藥
は
沈
香
の
恨
み
を
釋
き
（
李

白
「
淸
平
調
」
の
轉
結
二
句
に
「
解
釋
す

春
風
無
限
の
恨
み
を
。
沈
香
亭

北

欄
干
に
倚
る
」
と
あ
る
）、
海
棠
は
春
睡
の
名
を
留
む
（
宋
の
樂
史
「
楊

貴
妃
外
傳
」
に
「
明
皇
、
妃
子
を
召
す
。
方
に
醉
ひ
て
來
る
。
帝
曰
く
、
乃

ま
さ

ち
是
れ
海
棠
睡
り
未
だ
足
ら
ざ
る
の
み
、
と
」
と
あ
る
）。
瓶
裏
の
一
枝
は
、

寵
せ
ら
る
る
こ
と
金
屋
の
如
し
。
苑
中
の
百
朶
は
、
共
に
蘂
珠
を
出
だ
す
。

故
に
毎
に
紅
粉
に
對
し
て
、
飄
零
を
惜
し
み
、
未
だ
嘗
て
蕣
華
を
歎
き
て
靑

草
に
傷
ま
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
近
代
の
楊
太
史
（
明
の
楊
愼
）・
曹
學

士
（
明
の
曹
大
章
）・
潘
髯
公
（
明
の
潘
之
恆
）、
皆
人
倫
の
騷
雅
に
し
て
、

風
流
の
主
盟
な
り
。
左
に
花
の
如
き
の
姝
を
擁
し
、
右
に
夢
彩
の
筆
を
揺
る

（
５
）
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が
す
。
名
花
傾
國
、
兩
つ
な
が
ら
故
よ
り
相
懽
び
、
夕
秀
朝
華
、
一
に
唯
だ

品
す
る
所
の
ま
ま
な
り
。
此
を
以
て
詞
は
拱
璧
を
爭
ひ
、
字
は
兼
金
を

軼

ほ
し
い
ま
ま

に
す
。『
北
里
』『
敎
坊
』
を
し
て
獨
り
佳
話
を
傳
へ
し
む
る
の
み
な
ら
ず
、

遂
に
秦
樓
（
美
人
秦
氏
が
居
た
樓
、
樂
府
「
陌
上
桑
」
に
見
え
る
が
、
こ
れ

は
南
京
の
秦
淮
の
花
街
を
指
す
）・
蜀
館
（
四
川
成
都
の
妓
館
）
を
將
て
艶
を

も
つ

名
都
に
竝
ぶ
。
且
つ
姫
を
品
し
て
藻
飾
に
及
ぶ
は
、
情
の
魂
夢
に
來
り
、
別

後
の
怨
歌
、
此
の
一
木
の
衷
粉
髑
髏
を
解
せ
ざ
る
と
謂
は
ん
が
若
し
。
花
を

品
し
て
燕
賞
に
及
ぶ
は
、
紫
絲
（
芍
藥
の
品
種
）
白
鼻
、
絃
索
鼎
彝
、
一
村

の
鄙
窮
措
大
（
失
意
貧
窮
の
寒
士
）
に
は
非
ざ
る
と
謂
は
ん
が
若
し
（「
且
つ

姫
」
以
下
、
文
意
未
詳
）。
是
に
于
い
て
既
に
逸
事
小
名
を
表
は
し
、
復
た
琴

ま

罇
懽
具
を
次
す
。
風
光
を
點
綴
し
て
、
益
ま
す
神
韻
滋
し
。
茲
の
集
や
、
才

お
ほ

情
の
餘
事
と
雖
も
、
抑
も
亦
た
風
雅
に
備
ふ
可
き
の
逸
編
と
云
ふ
。
淸
苕
花

史
題
す
。

〔
引
書
目
録
〕

「
名
姫
品
第
」

金
陵
麗
人
記
（
未
詳
）

秦
淮
士
女
表
（
明
の
曹
大
章
撰
。
大
章
は
、
氷
華
梅
史
と
號
し
、
嘉
靖
の
進

士
、
翰
林
院
編
修
、『
曹
太
史
含
齋
集
』
が
あ
る
。『
説
郛
續
』
卷
四
四
に

も
『
秦
淮
士
女
表
』
を
收
む
）

曲
中
志
（
一
卷
。
明
の
潘
之
恆
の
撰
。
之
恆
は
嘉
靖
閒
、
中
書
舍
人
と
な
る
。

本
書
ま
た
『
説
郛
續
』
卷
四
四
所
收
）

呉
姫
録
（
未
詳
）

燕
都
妓
品
（
明
の
曹
大
章
撰
。
ま
た
『
説
郛
續
』
卷
四
四
所
收
）

江
花
品
藻
（
一
卷
。
明
の
楊
愼
撰
。
ま
た
『
欣
賞
編
』
第
二
〇
册
所
收
）

北
里
志
（
一
卷
。
唐
の
孫
棨
撰
）

靑
樓
集
（
一
卷
。
雪
簑
釣
隱
輯
と
題
す
。
元
代
の
女
伶
に
つ
い
て
記
す
）

敎
坊
記
（
一
卷
。
唐
の
崔
令
欽
撰
）

「
名
姫
藻
飾
」

巫
山
夢
（『
合
刻
三
志
』
所
收
の
「
巫
山
神
女
夢
」
と
同
じ
か
）

湘
中
怨
（
唐
の
沈
亞
之
「
湘
中
怨
解
（
辭
・
詞
）」）

温
柔
鄕
（
未
詳
）

錦
字
書
（
明
の
黄
峨
撰
。『
綠
窓
女
史
』
に
も
收
む
）

靑
樓
（
未
詳
）

唾
珠
（
未
詳
）

十
索
（
隋
の
丁
六
娘
の
撰
。『
綠
窓
女
史
』
に
も
收
む
）

粧
樓
記
（
一
卷
。
南
唐
の
張
泌
撰
。
ま
た
『
龍
威
祕
書
』
四
集
等
所
收
）

小
名
録
（『
侍
兒
小
名
録
』
一
卷
。
宋
の
張
邦
幾
撰
。
ま
た
宋
の
洪
适
撰
。

『
百
川
學
海
』『
説
郛
』
等
所
收
あ
り
）

呉
箋
譜
（
未
詳
）

蜀
錦
譜
（
一
卷
。
元
の
費
著
撰
。
四
庫
全
書
著
録
）

「
名
花
譜
系
」

牡
丹
志
（
四
庫
全
書
著
録
の
撰
者
未
詳
『
亳
州
牡
丹
志
』
一
卷
か
）

芍
藥
譜
（
四
庫
全
書
著
録
の
宋
の
王
觀
『
揚
州
芍
藥
譜
』
一
卷
か
）

海
棠
譜
（
四
庫
全
書
著
録
の
宋
の
陳
思
『
海
棠
譜
』
三
卷
か
）

梅
譜
（
四
庫
全
書
に
は
宋
の
范
成
大
『
范
村
梅
譜
』
一
卷
の
ほ
か
、『
華
光
梅

譜
』
一
卷
が
あ
る
）

堙
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
二
）
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蘭
譜
（
四
庫
全
書
に
は
宋
の
王
貴
學
『
蘭
譜
』
一
卷
の
ほ
か
、
宋
の
趙
時
庚

『
金
漳
蘭
譜
』
三
卷
が
あ
る
）

菊
譜
（
四
庫
全
書
に
は
宋
の
劉
蒙
『
劉
氏
菊
譜
』
の
ほ
か
、
宋
の
史
正
史

『
史
氏
菊
譜
』
一
卷
を
著
録
す
る
）

花
小
名
（
明
の
程
羽
文
撰
。『
説
郛
續
』
卷
四
〇
所
收
）

花
瑣
事
（
明
の
薛
素
素
撰
。『
綠
窓
女
史
』
に
も
收
む
）

花
暦
（
明
の
程
羽
文
撰
。『
説
郛
續
』
卷
四
〇
所
收
）

花
志
（
未
詳
）

花
疏
（
明
の
王
世
懋
撰
。『
學
圃
雜
疏
』
の
別
名
）

甁
花
志
（
未
詳
）

「
名
花
燕
賞
」

羯
鼓
録
（
一
卷
。
唐
の
南
卓
撰
）

吹
笛
記
（
未
詳
）

絃
子
記
（
唐
の
柳
宗
元
撰
と
さ
れ
る
。『
重
訂
欣
賞
編
』
に
も
收
む
）

歌
者
記
（
唐
の
沈
亞
之
「
歌
者
葉
記
」
か
）

觴
政
（
一
卷
。
明
の
袁
宏
道
撰
。
四
庫
全
書
著
録
）

茶
疏
（
一
卷
。
明
の
許
次
紓
撰
。
四
庫
全
書
著
録
）

香
箋
（
明
の
屠
隆
の
『
香
箋
』
か
）

琴
箋
（
宋
の
崔
遵
度
の
『
琴
箋
』
か
）

畫
舫
約
（
明
の
汪
汝
謙
撰
。『
説
郛
續
』
卷
二
八
所
收
）

古
奇
器
録
（
一
卷
。
明
の
陸
深
撰
。
四
庫
全
書
著
録
）

錦
帶
書
（
梁
の
昭
明
太
子
蕭
統
撰
と
い
う
も
の
が
『
説
郛
』
卷
七
六
に
も
收

録
さ
れ
る
）

明
月
篇
（
明
の
王
穉
登
撰
。
ま
た
『
説
郛
續
』
卷
二
四
所
收
）

（
１
）
札
幌
地
方
裁
判
所
な
ど
の
判
事
・
裁
判
所
雇
の
六
名
の
檢
擧
事
件
が
起
こ
っ
て

い
た
が
、
當
月
二
十
九
日
に
な
っ
て
、
た
と
え
ば
「
東
京
日
日
新
聞
」
で
は
「
ま

た
司
法
部
に
不
祥
事

判
事
、
赤
化
運
動
に
暗
躍
」
と
い
う
見
出
し
で
號
外
を
出

し
報
じ
て
い
る
。
堙
康
が
「
外
交
問
題
で
辭
任
（
原
文
「
已
將
外
交
辭
去
」）
と
し

た
の
は
、
政
治
的
な
配
慮
か
ら
で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
某
銀
行
の
破
産
」
の
記
事
に

つ
い
て
は
未
詳
。

（
２
）『
國
立
中
央
圖
書
館
善
本
書
目
』
子
部
雜
家
類
・
雜
纂
之
屬
に
は
萬
暦
癸
丑
（
四

十
一
年
）
刊
本
二
部
を
「
明
の
艾
庵
居
士
撰
」
と
し
て
著
録
し
て
お
り
、『
北
京
圖

書
館
古
籍
善
本
書
目
』
子
部
雜
家
類
・
雜
纂
は
「
明
の
呉
亮
輯
」
と
し
て
明
萬
暦

四
十
一
年
自
刻
本
十
二
卷
を
著
録
す
る
。

（
３
）『
四
庫
存
目
叢
書
』
史
部
二
八
七
に
北
京
圖
書
館
所
藏
の
萬
暦
三
十
九
年
張
養

正
刊
本
を
收
め
る
。

（
４
）『
四
庫
存
目
叢
書
』
集
部
三
九
五
に
首
都
圖
書
館
所
藏
淸
康
熙
野
香
堂
刻
本
を

收
め
る
。

（
５
）『
國
立
中
央
圖
書
館
善
本
書
目
』
子
部
雜
家
類
雜
纂
之
屬
に
「
品
花
箋
四
十
三
卷

八
册

明
淸
苕
花
史
編

明
末
飧
秀
閣
刊
本

附
圖
」
と
著
録
す
る
藏
本
が
あ
る
。
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